


























      記した。それ以外の図版については、章末にまとめ【図 章番号−○】と表記した。
    （例えば、第２章の図３ならば、【図Ⅱ−３】と記す。）
●　表については、章末にまとめ、【表 章番号−○】と表記した。（例えば、第２章の表
      ３ならば、【表Ⅱ−３】と記す。）
●　制作の工程を示した図については、大凡６升の表の中に写真をまとめ、工程に沿っ
      て１～６までの番号で示した。複数の写真の集合体（表の形式）を【図○】と記し６
     枚の写真の中の一枚に焦点を当てる場合は、
   【図○−○】と記した。（例えば、右の図で、右








    は、“量感を含めた実量としての塊”として用
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   性が直接的に現れること。
③制作者の構想にはなかった新たな形を模索する上で、“むしり仕上げ”による制作方






































































酸性岩　　　　　　　    　  ⇔　　　　  　　　  　塩基性岩
   ̶　10                    ̶　　35　　̶　               　80 　̶
















図Ⅰ-１ 石頭（鎚） 図Ⅰ-２ タンギリ(左)、コヤスケ(右)
図Ⅰ-３ 刃トンボ 図Ⅰ-４ 割れ肌仕上げ
34
図Ⅰ-５叩き仕上げ 図Ⅰ-６ ビシャン












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































“I may say that it was only when I became involved with gardens and the use of natural 
rocks that I really came to understand the true significance of stone. It was their 
relationship to the earth that mattered—the imbedment of stone in earth. The factor of 
gravity that I had most contrived to overcome was what was to be appreciated in itself as 





















































































































図Ⅲ-7 三角形の重心 図Ⅲ-8 円の重心
















































































































































































































































































































































































































力方向に対して【図Ⅳ - 1 4】の状態で決定した。ここからは、四つ足動物の姿に見立
て、便宜上【図Ⅳ-14-6】の状態における地面との接点について、左側を“左前足”とし、
右側を“右後ろ足”と呼称することとする。また、それに対応するように、【図Ⅳ-15-3】




















































































































































































































































































































































　【図Ⅳ - 4 2 - 1 ~ 4】は、作品の背中部分の形態を引き締めている様子である。【図
Ⅳ-42-2】の上面右側の有機的な膨らみについて、塊全体として見た時に余計に感じたこ










































































































































































































































































































































































        の個性が直接的に現れること。
（3）制作者の構想にはなかった新たな形を模索する上で、“むしり仕上げ”による制



























































































































































               修 ,毎日新聞社発行 1997年 p.435
図0-6　国宝重要文化財大全9考古資料,文化庁監
               修 ,毎日新聞社発行 1997年 p.445
図0-7　国宝重要文化財大全9考古資料,文化庁監
               修 ,毎日新聞社発行 1997年 p.38
図0-8　国宝重要文化財大全9考古資料,文化庁監















































図Ⅲ-4  国宝重要文化財大全9考古資料 文化庁監修　
           毎日新聞社発行　1997年　p.160
図Ⅲ-5  国宝重要文化財大全9考古資料 文化庁監修　
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